
 

 

宇都宮大学農業土木科逍遙歌 
 

橋本 俊彦 作詞 
 

1. 茨路越えて黎明の 
風清やかなる学び舎に 
真理を求め集い寄る 
うら若き子よ眉あげて 
生を歌え声高く 
緑の樹々に青空に 
 

2. 見よ旗風ははつらつと 
武蔵野原はてもなく 
花咲きもえん青春の 
知識よ愛ようららかに 
光栄ある雲は輝きて 
甍に薫る我が歴史 
 

3. 星影淡き高楼を 
夕べは友と仰ぐかな 
地平の富士の夕映えや 
流れも清き鐘の音に 
歓び睦む魂と魂 
いま若人の血はわきぬ 
 

4. 足音秘めて歩み去る 
人生時にうつろえど 
明け行く園の男子等が 
朝にめざめ感激の 
しらべを籠めて吹きならす 
希望の笛はたかからん 
希望の笛はたかからん 

 
  


